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　任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
が
10
月

15
日
に
告
示
さ
れ
、
國
部
雅
人
氏
（
53
）

が
無
投
票
で
初
当
選
を
果
た
し
、
21
日

に
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
鍋
島
委
員
長

よ
り
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　付
与
式
で
は
、
鍋
島
委
員
長
が
「
こ

れ
か
ら
の
地
方
自
治
の
か
じ
取
り
は
難

し
い
も
の
と
な
る
と
思
う
が
、
町
民
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　國
部
町
長
は
10
月
22
日
に
初
登
庁
し
、

職
員
か
ら
拍
手
で
出
迎
え
ら
れ
、
花
束

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ

た
職
員
へ
の
訓
示
で
は
、「
職
員
の
皆
さ

ん
が
活
躍
で
き
る
土
台
を
自
ら
が
先
頭

と
な
っ
て
作
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
一

緒
に
暮
ら
し
や
す
い
町
を
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。」
と
呼
び
掛
け
、
國
部
町
政

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
オ
ー
ル
え
ん
べ
つ
」
を
掲
げ
て

「
オ
ー
ル
え
ん
べ
つ
」
を
掲
げ
て

國
部
町
政
始
動

國
部
町
政
始
動

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

生
年
月
日

　昭
和
45
年
11
月
25
日

最
終
学
歴

　小
樽
商
科
大
学

　商
学
部

職

　
　歴

　平
成
５
年

　ト
ス
テ
ム
株
式
会
社
入
社

　
　
　
　
　平
成
７
年

　株
式
会
社
パ
ワ
ー
ド
ラ
ッ
グ
入
社

　
　
　
　
　平
成
12
年

　ク
ニ
ベ
ド
ラ
ッ
グ
入
社

　
　
　
　
　令
和
４
年

　合
同
会
社
ク
ニ
ベ
代
表
社
員

　
　
　
　
　平
成
26
年

　遠
別
町
代
表
監
査
委
員

　
　
　
　
　令
和
５
年

　遠
別
町
議
会
議
員

　
　
　
　
　令
和
５
年

　遠
別
町
議
会
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　令
和
５
年

　遠
別
町
議
会
副
議
長

　
　
　
　
　令
和
６
年

　遠
別
商
工
会
副
会
長

國部　雅人  町長（５３）

就
任
の
挨
拶

遠
別
町
長

　國
部

　雅
人

　
こ
の
度
の
遠
別
町
長
選
挙
に
お
い
て
無
投
票
で
町
長
に
選

出
さ
れ
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
議
員
各
位
並
び
に
各
産
業
団

体
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
町
長

と
し
て
の
責
任
を
重
く
受
け
止
め
、
遠
別
町
を
持
続
可
能
な

町
と
す
る
た
め
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
経
済
不
振
な

ど
の
課
題
に
取
り
組
み
、
町
民
と
共
に
歩
む
姿
勢
を
大
切
に

町
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
町
長
就
任
に
あ
た
り
『「
オ
ー
ル
え
ん
べ
つ
」
町
民
と

共
に
暮
ら
し
や
す
い
街
を
！
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

年
齢
や
性
別
、
国
籍
、
職
業
に
関
わ
ら
ず
町
民
一
人
ひ
と
り

の
力
を
集
結
し
、
住
民
と
の
対
話
を
積
極
的
に
深
め
な
が
ら

課
題
解
決
に
挑
み
ま
す
。

　
ま
ず
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
友
愛
苑
」
の
存
続
を
最

優
先
課
題
と
し
、
地
域
医
療
の
強
化
も
進
め
、
常
勤
医
師
２

名
体
制
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
一
次
産
業
の
振
興
や
人
材
育
成
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
で
財
政
の
健
全
化
を
図
り
、「
暮
ら
し

や
す
い
街
づ
く
り
」
と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
拡
充

や
事
業
承
継
支
援
、
危
険
家
屋
対
策
、
外
国
人
技
能
実
習
生

へ
の
支
援
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　「
子
育
て
・
教
育
」
分
野
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支

え
る
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
支
援
、出
産
・
育
児
支
援
を
充
実
さ
せ
、

「
積
極
的
な
情
報
発
信
」
と
し
て
観
光
資
源
を
活
用
し
、
移
住

促
進
や
町
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
と
の
対

話
を
重
視
し
な
が
ら
、
皆
さ
ま
が
納
得
で
き
る
政
策
を
推
進

し
、
町
政
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

退
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　10
月
21
日
で
任
期
を
終
え
、
退
任

さ
れ
た
笹
川
町
長
の
退
任
式
が
10
月

18
日
に
行
わ
れ
、
職
員
に
対
し
て
12

年
間
の
お
礼
と
今
後
の
町
の
発
展
に

向
け
激
励
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
12

年
間
で
一
番
心
に
残
る
こ
と
は
、
道

の
駅
「
え
ん
べ
つ
富
士
見
」
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
が
一
つ
の
仕
事
と
し
て
達

成
で
き
た
と
実
感
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　退
任
式
の
最
後
に
は
職
員
か
ら
花

束
が
渡
さ
れ
、
拍
手
で
見
送
ら
れ
な

が
ら
、
長
年
勤
め
ら
れ
た
庁
舎
を
後

に
し
ま
し
た
。

　笹
川
町
長
12
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

くに　べ まさ  ひと
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全校合唱

パフォーマンス４年生　現代版　寿限無 ２年生　こぎつね １年生　表現「唱」 遠別新喜劇（女の友情）

遠別中学校
学　校　祭
遠別中学校
学　校　祭

５年生　樹遠太鼓～三宅～

遠別小学校
学習発表会
遠別小学校
学習発表会

合唱コンクール

英語暗唱発表
表彰式 実行委員長挨拶

３年生　よさこいソーラン

６年生　劇「約束」

9月28日に遠別中学校学校祭、10月12
日に遠別小学校学習発表会が行われま
した。児童・生徒たちが一生懸命練習し
た成果をそれぞれ発揮し学校の一大行
事を盛り上げました。その様子を写真で
ご覧ください。

9月28日に遠別中学校学校祭、10月12
日に遠別小学校学習発表会が行われま
した。児童・生徒たちが一生懸命練習し
た成果をそれぞれ発揮し学校の一大行
事を盛り上げました。その様子を写真で
ご覧ください。
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まちの話題まちの話題

　９月28日、マナピィ21にてライオンズクラブ（会長　
草刈　忠和）の 60周年を祝した記念大会が行われクラブ
員や関係者など約１５０人が出席し節目を祝いました。式典
では草刈会長による開会宣言に始まり、穀蔵大会長の式辞
や笹川町長などが祝辞を述べました。その後の祝賀会では
松村和子さんの歌謡ショーや抽選会が行われ、会場は大い
に盛り上がっていました。

長年の奉仕活動を経て
遠別ライオンズクラブ60周年記念大会

　9月27日、マナピィ21にて遠別ライオンズクラブ主催
の松村和子&彩青歌謡ショーが行われました。このショー
は遠別ライオンズクラブ60周年記念として開催され、遠
別町出身歌手の松村和子さんと岩見沢市出身の彩青さんが
出演しました。松村和子さんは代表曲の「帰ってこいよ」な
どを披露し、来場した観客を大いに盛り上げました。

名曲が帰ってきた！
松村和子&彩青　歌謡ショー

　10月8日、遠別中学校にて「令和６年度子どもの心に響
く道徳教育推進事業」としてレバンガ北海道　代表取締役
社長　折茂武彦氏が来校し生徒に講演を行いました。折茂
氏からは努力の大切さや目標を達成するために必要なこと
など生徒たちの未来につながる貴重な講話をしていただき
ました。講話の後には生徒と一緒にバスケットボールをして
楽しみました。

バスケ界のレジェンドが来校
子どもの心に響く道徳教育推進事業

　10月12日、マナピィ・21にて遠別中学校吹奏楽部によ
る第１６回定期演奏会が開催され、11名の部員が力強い演
奏で観客を魅了しました。演奏曲は「栄光をたたえて」や「水
平線」、「青と夏」など計１１曲が披露され、楽器紹介コーナー
では各部員が担当している楽器を演奏し、その腕前を披露
しました。3年生は今回で引退となりますが、練習の成果
を発揮し、素晴らしい演奏会になりました。

迫力のある音色を奏でる
遠別中学校吹奏楽部定期演奏会
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まちの話題まちの話題

　10月13日、マナピィ・２１にてハロウィンイベントが遠
別町青少年育成委員連絡協議会（合田　貴光会長）主催で
実施されました。この日は様々な仮装をした約８０名の親
子が参加し、ぬりえや輪投げ、魚釣り、お楽しみくじなど沢
山の縁日を楽しみました。最後には豪華景品が当たるビン
ゴ大会が行われ、会場は大いに盛り上がりました。

素敵な仮装で登場
ハロウィンパーティー

　10月３日、公共施設整備や環境整備などの地域貢献活
動に関する感謝状贈呈が役場町長室にて行われました。今
回は６社の代表の方々へ、町長がお礼の言葉を述べ、感謝
状が手渡されました。ご厚志に感謝いたします。なお、各
社の地域貢献内容については下記のとおりとなっています。

ご厚志に感謝！
地域貢献感謝状贈呈

　10月16日、北留萌消防組合遠別支署に高規格救急車
が納車されました。これにより遠別支署には救急車が２台
となり町内の救急体制が強化され、住民の安心と安全がさ
らに向上されることが期待されます。今回の救急車には新
たに電動ストレッチャーと自動心臓マッサージ器が装備さ
れ、患者に対して迅速かつ的確な対応が可能となりました。

住民の命を守る体制強化
北留萌消防組合遠別支署に高規格救急車が納車

会社名 地域貢献内容
北海道技建　株式会社

（代表取締役　山田　崇広）様
遠別小学校児童白線引き体験
給食センター・幼児センター駐車場の白線引き

北央道路工業　株式会社
（代表取締役社長　三澤　朗）様 生涯学習センター駐車場の清掃・区画線及び町道清掃

株式会社　大垣重興
（代表取締役　吉村　巧）様 墓地及びふれあいステーション周辺の環境整備

橋場産業　株式会社
（代表取締役社長　奥山　和彦）様 「とんがりかん」の安全施設整備及び環境整備

株式会社　北海道グリーンメンテナンス
（代表取締役　渡辺　久士）様 町下水道マンホールポンプ所の清掃

三村電機工業　株式会社
（代表取締役　長山　政敏）様 町役場駐車場街灯の補修作業等 
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今後の財政収支見通し（一般会計）
（令和 6 年度～令和 8 年度）

　遠別町では、令和 4 年度から 5 年度に診療所建設事業を実施し、令和 6 年度からは中学校建設事業に着手する
など大型事業が続いていますが、今後の財政状況について町民の皆さんに知っていただくため、令和 6 年度の現
行予算を基に、令和 6 年度から 8 年度の財政収支の見通しを試算しましたので公表します。
　なお、財源不足が発生した場合は、財政調整基金等を取り崩して穴埋めすることになります。

（単位：百万円）
令和 4 年度 ※ 令和 5 年度 ※ 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度

歳
　
　
入

町 税  298  315  312  312  312 
地 方 交 付 税  2,619  2,612  2,538  2,513  2,488 
国・ 道 支 出 金  637  665  538  1,085  518 
地 方 債  344  1,940  650  1,744  337 
そ の 他  974  745  614  614  614 

計  4,872  6,277  4,652  6,268  4,269 

歳
　
　
出

人 件 費  629  533  590  596  596 
扶 助 費  212  244  243  243  243 
公 債 費  624  791  649  579  590 
物 件 費  573  617  692  692  692 
維 持 補 修 費  161  176  182  182  182 
他 会 計 繰 出 金  648  658  479  484  489 
普 通 建 設 事 業 費  589  2,378  916  2,550  752 
そ の 他  1,296  733  871  784  784 

計  4,732  6,130  4,622  6,110  4,328 
単 年 度 収 支  140  147  30  158  ▲ 59 
累 積 収 支  140  287  317  475  416 

【 基金現在高 】
（単位：百万円）

財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金 合　　計
令和 6 年度末見込現在高  1,505  33  900  2,438 

【 健全化判断比率 】
（単位：％）

令和 4 年度 ※ 令和 5 年度 ※ 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度

実 質 赤 字 比 率  －  －  －  －  － 

連 結 実 質 赤 字 比 率  －  －  －  －  － 

実 質 公 債 費 比 率  9.0  9.2  9.6  9.3  8.8 
将 来 負 担 比 率  －  －  －  8.9  7.7 

※令和 4 年度及び 5 年度は決算数値です。
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《 財政収支見通しの考え方について 》
◎ 歳入
　＊ 町税：令和８年度まで家屋等の評価替えがないことから横ばいとした。
　＊ 地方交付税：毎年１％減と見込んだ。
　＊ 国・道支出金：中学校建設事業分を考慮、その他は横ばいとした。
　＊ 地方債：普通建設事業費への充当分を考慮した。
　＊ その他：分担金、使用料・手数料、財産収入、諸収入等。全て横ばいとした。

◎ 歳出
　＊ 人件費：令和７年度はベースアップでの微増を考慮して１％増。令和８年度は横ばいとした。
　＊ 扶助費：横ばいとした。
　＊ 公債費：令和５年度までの町債発行額に係る元利償還額及び今後発行予定の町債に係る元利償還額を考慮した。
　＊ 物件費：横ばいとした。
　＊ 維持補修費：横ばいとした。
　＊ 他会計等に対する繰出金：過去５年では微増しており、１％ずつの増を見込んだ。
　＊ 普通建設事業費：令和７年度は総合計画上の事業費を基本とし、令和８年度は、例年平均に中学校建設事業分

を加えた額で見込んだ。
　＊ その他：負担金及び補助金では、物価高騰に係る補助金等の減を考慮して今後大幅な増が無いと見込み、令和

７年度では10％減、令和８年度は横ばいとした。

※ なお、町の財政状況は、国の景気動向等によって変動が見込まれます。

974974 745745 614614 614614 614614

344344
1,9401,940

650650
1,7441,744

337337

637637

665665

538538

1,0851,085

518518

2,6192,619

2,6122,612

2,5382,538

2,5132,513

2,4882,488

298298
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312312

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

令和4年度 ※ 令和5年度 ※ 令和6年度 令和7年度 令和8年度

町税

地方交付税

国・道支出金

地方債

その他

（70億円）

1,2961,296
733733 871871 784784 784784
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791791

649649

579579

590590

212212

244244

243243

243243

243243

629629

533533

590590

596596

596596

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

令和4年度 ※ 令和5年度 ※ 令和6年度 令和7年度 令和8年度

人件費

扶助費

公債費

物件費

維持補修費
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（70億円）

○歳入の見通し

○歳出の見通し

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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町内の墓地町内の墓地
25.7％25.7％

町外の霊町外の霊
園・墓地園・墓地
9.3%9.3%

町内寺社の納骨堂町内寺社の納骨堂
40.2％40.2％

町外寺社町外寺社
の納骨堂の納骨堂
6.1％6.1％

永代供養が永代供養が
できる民間できる民間
の施設の施設
0.9%0.9%

その他その他
3.3%3.3%

複数選択複数選択
14.5％14.5％

男性男性
63.6%63.6%

女性女性
28.7%28.7%

答えたく答えたく
ないない
1.8%1.8%

複数選択複数選択
0.3％0.3％

回答なし回答なし
5.6％5.6％

管理している管理している
66.1％66.1％

管理して管理して
いないいない
33.3％33.3％

回答なし回答なし
0.6％0.6％

合同納骨塚（合葬墓）のアンケート調査結果合同納骨塚（合葬墓）のアンケート調査結果

対 象 者　　町内在住の２０歳以上の世帯主　８００名（外国人世帯主は対象から除外）

抽出方法　　住民基本台帳からの無作為抽出

調査方法　　調査票郵送し、同封の返信用封筒により郵送回収及びインターネットによる回答

　　　　　　（どちらも無記名による回答）

調査期間　　８月２１日に郵送し、９月２４日まで

回 収 数　　３２４件（回収率４０．５％）

★調査の結果
　今回のアンケート結果から、合同納骨塚（合葬墓）に対する町民の意識が高いことを読み取ることが
できました。
　また、墓地や合同納骨塚（合葬墓）のあり方に関するご意見（自由記載）の中には、「子どもに負担
をかけたくないので早く合葬墓が出来ればよい」、「墓じまいが加速する中、どこの宗派にも属しない方々
も多いという現状において自治体運営の合葬墓は不可欠」、「町単独の設置ではなく、近隣町村と共同設
置するべき」、「少子高齢化が進み、合葬墓などが必要になることはわかるが、今後町内の人口も合わせ
て減少していくと考えると必要性は限定的ではないかと思う。」などといったご意見がありました。
　お寄せいただきましたご意見は、今後の合同納骨塚（合葬墓）を検討するうえで参考とさせていただ
きます。アンケートにご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。
※紙面の都合上、集計結果の一部を掲載。詳細なアンケート結果は町ホームページに掲載しております。

 　近年、少子高齢化やライフスタイルの変化などから、お墓を継承する方がいない、
自分の死後、子孫に迷惑をかけたくないなどの理由から合同で埋葬する合同納骨塚（合
葬墓）が全国的に注目されていることから、遠別町民の合同納骨塚（合葬墓）に関す
るニーズについて調査し、今後の整備の必要性について検討するうえでの基礎資料と
するために令和６年９月２４日を期限に実施した標記アンケート調査についてアンケ
ート結果がまとまりましたのでお知らせします。

〇回答者内訳
・男性            206人（63.6%）
・女性　　　　  93人（28.7%）
・答えたくない　 6人（ 1.8%）
・複数選択　　　 1人（ 0.3%）（※夫婦で記載）
・回答なし　　  18人（ 5.6%）
※回答者数　   324人（40.5％）

〇お骨の管理の状況
・管理している　　214人（66.1%）
・管理していない　108人（33.3%）
・回答なし　　　　　 2人（ 0.6%）

〇自身や家族の死後の納骨希望場所
　町内寺社の納骨堂を希望する方が
33.6％、次に、町内の墓地を希望
する方が13.3％となりました。
なお、複数選択をされた方の回答で、

「町内」に関連する項目を選択した
方を合計すると50.6％の方が町内
での納骨を希望しています。

〇合同納骨塚（合葬墓）を設置した場合の利用の意識
　合同納骨塚（合葬墓）が設置された場合の利用の意
識はわからないが41.1％で最も多く、次に利用したい
が40.7%となった。その差はほぼない。

〇遠別町営の合同納骨塚（合葬墓）設置の必要性
　合同納骨塚（合葬墓）の必要性に関する質問に対
し回答者の65.1％の方から必要だと思うと回答が
ありました。近年少子高齢化などの影響により、お
墓の継承者がいない人も多く（必要だと思うと回答
した方の23％）、町民の多くの方が共同で利用する
ことができる合同納骨堂（合葬墓）への関心が高い
ことがわかりました。

〇現在の納骨場所
お骨を管理されている方の現在の納骨場所
は町内寺社の納骨堂が40.2%、町内の墓
地で25.7%となり、お骨の管理場所は「町
内」が多いことがわかりました。

町内の墓地町内の墓地
13.3%13.3%

町外の霊園・
共同墓地等
町外の霊園・
共同墓地等
5.6%5.6%

町内寺社の町内寺社の
納骨堂納骨堂
33.6%33.6%

町外寺社の町外寺社の
納骨堂納骨堂
5.2%5.2%

宗派に関係なく永
代供養ができる寺
社の合葬墓等

宗派に関係なく永
代供養ができる寺
社の合葬墓等
11.7%11.7%

永代供養ができ
る民間の施設
（合葬墓等）

永代供養ができ
る民間の施設
（合葬墓等）
4.6%4.6%

親族等がいる
自治体の合葬墓
親族等がいる
自治体の合葬墓
7.1%7.1%

その他その他
6.8%6.8%

複数選択複数選択
6.2%6.2%

回答なし回答なし
5.9%5.9%

利用したい利用したい
40.7%40.7%

利用しない利用しない
14.8%14.8%

わからないわからない
41.1%41.1%

回答なし回答なし 3.4%3.4%

必要だと必要だと
思う思う
65.1％65.1％

必要ないと思う必要ないと思う
9.6％9.6％

わからないわからない
22.8％22.8％

回答なし回答なし
2.5％2.5％
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町内の墓地町内の墓地
25.7％25.7％

町外の霊町外の霊
園・墓地園・墓地
9.3%9.3%

町内寺社の納骨堂町内寺社の納骨堂
40.2％40.2％

町外寺社町外寺社
の納骨堂の納骨堂
6.1％6.1％

永代供養が永代供養が
できる民間できる民間
の施設の施設
0.9%0.9%

その他その他
3.3%3.3%

複数選択複数選択
14.5％14.5％

男性男性
63.6%63.6%

女性女性
28.7%28.7%

答えたく答えたく
ないない
1.8%1.8%

複数選択複数選択
0.3％0.3％

回答なし回答なし
5.6％5.6％

管理している管理している
66.1％66.1％

管理して管理して
いないいない
33.3％33.3％

回答なし回答なし
0.6％0.6％

合同納骨塚（合葬墓）のアンケート調査結果合同納骨塚（合葬墓）のアンケート調査結果

対 象 者　　町内在住の２０歳以上の世帯主　８００名（外国人世帯主は対象から除外）

抽出方法　　住民基本台帳からの無作為抽出

調査方法　　調査票郵送し、同封の返信用封筒により郵送回収及びインターネットによる回答

　　　　　　（どちらも無記名による回答）

調査期間　　８月２１日に郵送し、９月２４日まで

回 収 数　　３２４件（回収率４０．５％）

★調査の結果
　今回のアンケート結果から、合同納骨塚（合葬墓）に対する町民の意識が高いことを読み取ることが
できました。
　また、墓地や合同納骨塚（合葬墓）のあり方に関するご意見（自由記載）の中には、「子どもに負担
をかけたくないので早く合葬墓が出来ればよい」、「墓じまいが加速する中、どこの宗派にも属しない方々
も多いという現状において自治体運営の合葬墓は不可欠」、「町単独の設置ではなく、近隣町村と共同設
置するべき」、「少子高齢化が進み、合葬墓などが必要になることはわかるが、今後町内の人口も合わせ
て減少していくと考えると必要性は限定的ではないかと思う。」などといったご意見がありました。
　お寄せいただきましたご意見は、今後の合同納骨塚（合葬墓）を検討するうえで参考とさせていただ
きます。アンケートにご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。
※紙面の都合上、集計結果の一部を掲載。詳細なアンケート結果は町ホームページに掲載しております。

 　近年、少子高齢化やライフスタイルの変化などから、お墓を継承する方がいない、
自分の死後、子孫に迷惑をかけたくないなどの理由から合同で埋葬する合同納骨塚（合
葬墓）が全国的に注目されていることから、遠別町民の合同納骨塚（合葬墓）に関す
るニーズについて調査し、今後の整備の必要性について検討するうえでの基礎資料と
するために令和６年９月２４日を期限に実施した標記アンケート調査についてアンケ
ート結果がまとまりましたのでお知らせします。

〇回答者内訳
・男性            206人（63.6%）
・女性　　　　  93人（28.7%）
・答えたくない　 6人（ 1.8%）
・複数選択　　　 1人（ 0.3%）（※夫婦で記載）
・回答なし　　  18人（ 5.6%）
※回答者数　   324人（40.5％）

〇お骨の管理の状況
・管理している　　214人（66.1%）
・管理していない　108人（33.3%）
・回答なし　　　　　 2人（ 0.6%）

〇自身や家族の死後の納骨希望場所
　町内寺社の納骨堂を希望する方が
33.6％、次に、町内の墓地を希望
する方が13.3％となりました。
なお、複数選択をされた方の回答で、

「町内」に関連する項目を選択した
方を合計すると50.6％の方が町内
での納骨を希望しています。

〇合同納骨塚（合葬墓）を設置した場合の利用の意識
　合同納骨塚（合葬墓）が設置された場合の利用の意
識はわからないが41.1％で最も多く、次に利用したい
が40.7%となった。その差はほぼない。

〇遠別町営の合同納骨塚（合葬墓）設置の必要性
　合同納骨塚（合葬墓）の必要性に関する質問に対
し回答者の65.1％の方から必要だと思うと回答が
ありました。近年少子高齢化などの影響により、お
墓の継承者がいない人も多く（必要だと思うと回答
した方の23％）、町民の多くの方が共同で利用する
ことができる合同納骨堂（合葬墓）への関心が高い
ことがわかりました。

〇現在の納骨場所
お骨を管理されている方の現在の納骨場所
は町内寺社の納骨堂が40.2%、町内の墓
地で25.7%となり、お骨の管理場所は「町
内」が多いことがわかりました。

町内の墓地町内の墓地
13.3%13.3%

町外の霊園・
共同墓地等
町外の霊園・
共同墓地等
5.6%5.6%

町内寺社の町内寺社の
納骨堂納骨堂
33.6%33.6%

町外寺社の町外寺社の
納骨堂納骨堂
5.2%5.2%

宗派に関係なく永
代供養ができる寺
社の合葬墓等

宗派に関係なく永
代供養ができる寺
社の合葬墓等
11.7%11.7%

永代供養ができ
る民間の施設
（合葬墓等）

永代供養ができ
る民間の施設
（合葬墓等）
4.6%4.6%

親族等がいる
自治体の合葬墓
親族等がいる
自治体の合葬墓
7.1%7.1%

その他その他
6.8%6.8%

複数選択複数選択
6.2%6.2%

回答なし回答なし
5.9%5.9%

利用したい利用したい
40.7%40.7%

利用しない利用しない
14.8%14.8%

わからないわからない
41.1%41.1%

回答なし回答なし 3.4%3.4%

必要だと必要だと
思う思う
65.1％65.1％

必要ないと思う必要ないと思う
9.6％9.6％

わからないわからない
22.8％22.8％

回答なし回答なし
2.5％2.5％
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令
和
７
年
「
20
歳
を
祝
う
会
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

　
令
和
７
年
遠
別
町
20
歳
を
祝
う
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
お
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
日
時

　
令
和
７
年
１
月
12
日
（
日
）　

　
午
後
２
時
00
分
（
予
定
）

●
会
場

　

遠
別
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
マ
ナ

ピ
ィ
・
21
」（
字
本
町
４
丁
目
）

●
対
象
者

　
平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）
４
月
２
日

～
平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
遠
別
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

（
11
月
１
日
付
で
案
内
文
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。）

②
進
学
や
就
職
な
ど
で
他
市
町
村
に
居
住

し
て
い
る
方
で
、
遠
別
町
20
歳
を
祝
う

会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

●
申
込
方
法

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
12
月
２

日
（
月
）
ま
で
に
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く

は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
進

み
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
話
や
郵
送
で
の
お
申
込
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://logofo
rm

.jp/f/3yYiv

●
お
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

℡　
０
１
６
３
２-

７-

２
３
５
３

ね
ん
き
ん
の
お
知
ら
せ

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と

協
力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月

間
」
と
位
置
付
け
、
国
民
の
皆
様
に
公
的

年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、11
月
30
日
の
「
年
金
の
日
」
は
、

国
民
の
皆
様
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等

を
活
用
し
て
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金

受
給
見
込
額
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
高

齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
、

ご
自
身
の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額

を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
に
つ
い
て
ご
自
身
の
年
金
記
録
を

基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
稚
内
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

稚
内
年
金
事
務
所

℡　
０
１
６
２-

３
３-

７
０
１
１

防
災
情
報
の
活
用
に
つ
い
て

　
北
海
道
で
は
、
安
心
・
安
全
な
移
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
最
新
の
道
路
情
報

や
防
災
情
報
を
多
様
な
手
段
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

●
道
路
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
（
ウ
ェ
ブ
）

　
北
海
道
内
の
国
道
や
道
道
の
通
行
止
め

情
報
や
カ
メ
ラ
画
像
を
確
認
で
き
ま
す
。

地
図
上
で
規
制
箇
所
や
解
除
予
定
日
時
、

規
制
原
因
な
ど
も
詳
細
に
表
示
さ
れ
ま

す
。

●
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス 

　
通
行
止
め
や
解
除
の
情
報
を
、
登
録
し

た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
お
届
け
し
ま
す
。

国
道
路
線
や
区
間
を
選
ん
で
情
報
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
、
夜
間
（
22
時
～
翌
7

時
）
の
配
信
を
停
止
す
る
設
定
も
可
能
で

す
。

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｘ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
））

　
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
留
萌
開
発

建
設
部
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
で

は
、
最
新
の
道
路
情
報
や
防
災
情
報
を
随

時
発
信
し
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ロ
ー
し
て
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
を
受
け
取
り
ま

し
ょ
う
。

　
各
サ
ー
ビ
ス
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
簡
単

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
安
心
し
て
北
海

道
内
を
移
動
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
開
発
局　
留
萌
開
発
建
設
部

℡　
０
１
６
４-

４
２-

２
３
１
３

スマホから↓

携帯から↓
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労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
か
ら

の
お
知
ら
せ

国
内
で
の
化
学
物
質
規
制
が
大
き
く
見
直

し
と
な
り
ま
し
た

　
労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法
令
の
改
正
に

よ
り
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
職
場
に

お
け
る
化
学
物
質
規
制
が
、
大
き
く
見
直

し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

変
更
（
改
正
）
の
ポ
イ
ン
ト

▼
化
学
物
質
の
製
造
事
業
者
お
よ
び
そ
れ

を
取
り
扱
う
事
業
者
に
お
け
る
危
険

性
・
有
害
性
に
関
す
る
情
報
の
伝
達
が

強
化
さ
れ
ま
す
。

▼
事
業
者
は
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い
て
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
化
学
物

質
に
よ
る
ば
く
露
防
止
対
策
を
実
行
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
今
後
、
数
年
か
け
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｓ
（
※

1
）
や
ラ
ベ
ル
（
※
2
）
の
交
付
対
象

物
質
が
約
９
０
０
物
質
か
ら
約
２
，
３

０
０
物
質
に
拡
大
し
ま
す
。

▼
事
業
場
に
よ
っ
て
は
、
新
た
に
「
化
学

物
質
管
理
者
」
の
選
任
義
務
が
発
生
し

ま
す
。

※
1　

Ｓ
Ｄ
Ｓ
と
は
、Safety D

ata 
Sheet

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も

の
で
、
事
業
者
が
化
学
物
質
お

よ
び
化
学
物
質
を
含
ん
だ
製
品

を
、
他
の
事
業
者
に
譲
渡
・
提

供
す
る
際
に
交
付
す
る
、
化
学

物
質
の
危
険
有
害
性
情
報
を
記

載
し
た
文
書
の
こ
と
で
す
。

※
2　

ラ
ベ
ル
と
は
、SD

S

情
報
を
簡

略
化
し
、
化
学
品
の
危
険
有
害

性
の
種
類
や
程
度
に
関
す
る
情

報
を
、
容
器
や
包
装
に
貼
り
付

け
た
も
の
の
こ
と
で
す
。

　
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
労
働
安
全
衛

生
総
合
研
究
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

事
業
者
の
た
め
の
化
学
物
質
管
理
無
料
相

談
窓
口

℡　
０
５
０-

５
５
７
７-

４
８
６
２

警
察
署
か
ら

冬
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施

　

11
月
13
日
か
ら
22
日
の
期
間
、
冬
の

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
て
、
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

・
歩
行
者
や
自
転
車
を
見
落
と
し
や
す
く

な
る
薄
暮
時
間
帯
か
ら
夜
間
の
交
通
事

故
を
防
ぐ
た
め
、
交
差
点
や
横
断
歩
道

近
く
で
は
速
度
を
落
と
し
、
安
全
確
認

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
降
雪
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
早
め
の
タ

イ
ヤ
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
冬

タ
イ
ヤ
交
換
時
は
ナ
ッ
ト
の
緩
み
な
ど

異
常
が
な
い
か
を
定
期
的
に
点
検
し
、

ナ
ッ
ト
の
増
し
締
め
を
行
っ
て
タ
イ
ヤ

の
脱
落
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
発
進

は
ス
リ
ッ
プ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
特

に
日
陰
や
橋
の
上
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
で

は
、
路
面
が
凍
結
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

・
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
少
し
で
も
見
つ
け
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
外
出
す
る
時
は
明

る
い
服
装
や
反
射
材
を
付
け
て
、
自
分

の
存
在
を
目
立
た
せ
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
前
の
安
全
確
認
は
も
ち
ろ
ん
、
横

断
中
も
常
に
左
右
の
安
全
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

消防支署から

　この季節は、暖房器具、ガスコンロなど身近なところからの
火災が多く発生しています

　ふとした不注意や油断から火災を起こさないように正しく安
全に使用しましょう

危険です！危険です！
身近なところから火災になります！身近なところから火災になります！

①暖房器具の近くに衣類など、燃えやすい
可燃物、スプレー缶などを置かないこと

②就寝前、外出前にはガスコンロ
を点けたままにしていないか、ガ
スの元栓は閉めているか確認をす
ること

③灯油ポリタンクの保管場所は適切ですか？
　玄関、車庫などに置いて引火する可能性が
ないか確認をすること
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議会からのたより
第60号

【
一
般
会
計
】

◆
持
続
的
畑
作
生
産
体
制
確
立
緊
急

支
援
事
業
補
助
金８

０
万
円　

新
規

◆
水
産
加
工
機
械
整
備
事
業
補
助
金

４
１
２
万
５
千
円　

新
規

◆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ハ
ブ
冷

凍
庫
冷
凍
機
取
替
工
事

２
１
７
万
８
千
円　

新
規

◆
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現

の
た
め
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見

書

　

提
出
者　

國
部
議
員

　

賛
成
者　

山
本
議
員
、
白
井
議
員

　
　

意
見
案
は
９
月
11
日
の
議
会
定

例
会
で
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
機

関
に
送
付
し
ま
し
た
。

年
度
対
象
）

◆
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の
変
更

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
遠
別
中

学
校
建
設
工
事
（
建
築
主
体
工

事
））

　

契
約
金
額１

８
億
８
，
９
８
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方

共
栄
・
堀
松
・
ハ
ラ
ダ
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
遠
別
中

学
校
建
設
工
事
（
電
気
設
備
工

事
））

　

契
約
金
額

２
億
４
，
７
５
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方

拓
北
・
木
村
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
遠
別
中

学
校
建
設
工
事
（
機
械
設
備
工

事
））

　

契
約
金
額

２
億
７
，
２
８
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方

桜
井
冷
熱
・
後
藤
水
道
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

　
９
月
９
日
か
ら
９
月
13
日
の
５
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
４

件
、
規
約
の
変
更
１
件
・
工
事
請
負

契
約
３
件
、
補
正
予
算
７
件
、
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
７
件
、
意
見

案
１
件
、
発
議
１
件
の
合
計
24
件
の

議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
、
会
期
を
２
日
間
残
し
閉
会

し
ま
し
た
。

◆
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー　

ウ
ォ
ッ

シ
ュ
プ
ラ
ス
「
え
ん
べ
つ
富
士
見

店
」
の
オ
ー
プ
ン

◆
令
和
６
年
度
普
通
交
付
税
等
の
決

定
◆
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
及
び
第

44
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学

生
大
会
全
国
大
会
の
出
場
結
果

◆
継
続
費
精
算
報
告
書

◆
令
和
５
年
度
健
全
化
判
断
比
率
の

報
告

◆
令
和
５
年
度
資
金
不
足
比
率
の
報

告
◆
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す

る
点
検
・
評
価
報
告
書
（
令
和
５

第
６
回
定
例
会

行
政
報
告

報　
告

審
議
事
項

主
な
補
正
予
算

意
見
案
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議会からのたより
第60号

【
一
般
会
計
（
歳
出
）】

― 
総
務
費 

―

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
関
し
て
、
町
内
に
情
報

を
伝
え
る
の
を
目
的
と
す
る
の
か
、

町
外
に
情
報
を
発
信
す
る
の
を
主
眼

に
置
い
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
古
く
な
っ
て

き
た
と
い
う
の
も
あ
り
、
町
内

町
外
問
わ
ず
、
見
や
す
い
も
の
に
な

る
よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。

以
前
に
も
更
新
が
滞
っ
て
い

る
と
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
っ
た
の
か
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
各
課

の
担
当
し
て
い
る
情
報
を
精
査

し
、
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
。
ま
た
、
毎
月
開
催
し
て
い

る
情
報
化
推
進
委
員
会
で
よ
り
良
い

更
新
が
さ
れ
る
よ
う
に
審
議
し
て
い

る
。
今
後
は
委
員
は
じ
め
各
課
係
長
、

主
幹
、
課
長
も
含
め
た
中
で
ど
の
よ

う
な
発
信
方
法
が
い
い
の
か
、
も
う
一

度
体
制
を
作
っ
て
い
く
。

― 

民
生
費 

―

敬
老
会
の
参
加
人
数
に
つ
い
て

敬
老
会
の
参
加
人
数
が
減
少
傾

向
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

が
、
前
年
度
等
の
人
数
を
伺
う
。

令
和
５
年
の
該
当
者
は
５
８

５
名
で
出
席
者
は
１
３
４
名
。

出
席
率
だ
と
22
％
ほ
ど
と
な
っ
て
お

り
、
令
和
４
年
が
24
％
で
令
和
２
年

と
３
年
は
コ
ロ
ナ
で
未
開
催
と
な
っ

て
い
る
。
令
和
元
年
以
前
に
つ
い
て

は
38
％
か
ら
40
％
ほ
ど
と
な
っ
て
い

て
、
コ
ロ
ナ
で
外
出
し
な
く
な
っ
た

と
い
う
要
因
も
多
少
あ
る
か
と
は
感

じ
て
い
る
が
、
開
催
方
法
等
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

― 

労
働
費 

―

外
国
人
技
能
実
習
生
に
つ
い
て

外
国
人
技
能
実
習
生
受
け
入
れ

対
策
協
議
会
の
実
績
と
参
加
状

況
は
？令

和
５
年
度
の
実
績
と
し
て
、

主
に
日
本
語
教
室
を
開
催
し

て
お
り
、
42
回
の
開
催
で
延
べ
３
４

８
人
が
参
加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

初
め
て
の
取
組
と
し
て
、
冬
ま
つ
り

の
ベ
ト
ナ
ム
料
理
出
店
に
６
名
の
方

が
参
加
し
て
い
る
。

【
一
般
会
計
（
歳
入
）】

公
営
住
宅
の
空
き
部
屋
対
策
に
つ
い
て

９
月
１
日
現
在
、
公
営
住
宅

の
空
き
室
が
24
室
あ
る
と
の

こ
と
で
、
昨
年
も
見
な
し
特
公
賃
等

の
対
応
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
そ
の
効
果
を
伺
う
。

見
な
し
特
公
賃
に
つ
い
て
は

昨
年
度
２
戸
追
加
し
て
お
り
、

現
在
２
戸
と
も
居
住
さ
れ
て
い
る
の

で
、効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
随
時
募
集
に
つ
い
て
も
昨
年

度
か
ら
行
っ
て
い
る
が
、
少
し
ず
つ

令
和
５
年
度　
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会　
９
月
10
日

答

問答

問答 問

問答

リニューアル後のホームページ

問答
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議会からのたより
第60号

何
件
か
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
効
果
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

出
資
に
よ
る
権
利
に
つ
い
て

出
資
に
よ
る
権
利
の
「
旭
川
営

林
支
局
緑
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
」

と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
、
何

年
に
出
資
し
て
い
る
の
か
。

平
成
６
年
の
３
月
に
契
約
し

て
お
り
、
令
和
11
年
３
月
ま

で
の
期
間
、
国
有
林
の
一
部
の
面
積

を
遠
別
町
の
森
林
と
し
て
管
理
を
し

て
も
ら
う
契
約
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
国
有
林
の
有
効
活
用
と
い
う
部

分
も
あ
り
、
営
林
署
の
方
で
35
年
間

分
収
林
と
し
て
管
理
を
し
て
い
た
だ

い
て
、
最
終
的
に
立
木
を
伐
採
し
た

収
益
が
一
部
町
の
方
に
入
っ
て
く
る

と
い
う
も
の
に
な
る
。

問答

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次の定例会は12月13日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）　　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくは
テレビ電話でご確認ください。

議会を議場で傍聴された方には、
行政サービスポイント 200 ポイントが付与されます。

町長選挙・議会議員補欠選挙

　笹川町長の任期満了に伴う町長選挙が 10月 15日に告示され、前遠別町議会副議
長の國部雅人氏が無投票で当選されました。

　去る９月 26日に、國部副議長から小森議長へ辞職願が提出され、同日許可されま
した。
　國部副議長の辞職に伴い議員の欠員が生じたため、町長選挙に合わせ 10月 15日
に遠別町議会議員の補欠選挙が告示されましたが、立候補の届け出はありませんで
した。
　このため、議員定数８人のところ１人の欠員が生じることとなりました。　
　公職選挙法に基づき、欠員が２人以上になれば再度補欠選挙が行われますが、欠
員が１人であれば２０２７年４月の町議選まで欠員となります。

新町長に國部前副議長

町議補欠選挙は候補者なし
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総務産業常任委員会　町内所管事務調査

議会からのたより
第60号

　９月１３日に総務産業常任委員会町内所管事務調査が行われ、午前中には現地調査活動として、
病院及び健康管理センター解体工事ほか５箇所を調査し、午後からは議会審議の参考に資するた
め、担当者への事情聴取を行った。

現地での調査活動

　鉄筋コンクリート造２階建て、延床面積が２，
８８２．７１㎡。内訳として国保病院昭和３８年建設
分が１５８４．５９㎡、昭和５８年・５９年増築分が
９７６．６０㎡。健康管理センター昭和５８年建設分
が３２１．５２㎡。１２月末までの工期で解体工事が
進んでいる。

　平成２５年１２月から入居開始、本町１丁目２棟８
戸。近年は公営住宅や民間賃貸住宅等の空き状況
や就労状況により入退去が多くなっている。現在、
入居募集は随時受付としており、応募があった場合
には入居者選考委員会により審査・決定している。

事情聴取

ふるさと納税の取組み状況について
　当町では遠別農業高校の取組みを前面に出したＰＲと、全国的なふるさと納税に対する機運
の高まりもあり寄付額が急増し、その後も新たな特産品開発や、各マスメディアに取り上げら
れたこともあり、平成 29年度の寄附金受入額は約１億４千万円となった。その後は年々減少
傾向にあり、令和５年度は約４千２百万円とピーク時の約 30％まで減少している。令和６年
度から厳格化された「経費率５割基準」を遵守し、返礼品送料の圧縮のため、今年度よりヤマ
ト運輸株式会社への業務委託を開始している。新たな特産品の開発等については、潜在商材の
掘り起こしや、新しいアイデアの提案などを進め、中間事業者が持つ企業間ネットワークを駆
使して、現在、複数の業者に対して打診をしている。今後も情報収集に努め、委託業者や返戻
品取扱い事業者などと連携を密にし、ふるさと納税の増額に努めていただきたい。

【水稲】収量構成要素は㎡当り穂数が平年比 103 ％と
やや多く、㎡当り籾数も105% とやや多くなっている。

【酪農】生乳生産は 5 月に 1 戸搾乳を中止したが、
前年対比 106.4％で推移している。円安などによる
配合飼料、肥料、燃料等コストの大幅な高騰と、販
売価格の下落により収支は大変苦しい状況にある。

作況状況調査（久光）

移住定住促進住宅の状況

病院及び健康管理センター解体工事の進捗状況
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議会からのたより
第60号

　

８
月
20
日
、
議
会
広
報
研
修
会

が
札
幌
市
で
行
わ
れ
、
議
会
報
発

行
特
別
委
員
会
か
ら
委
員
２
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
自
治
体
広
報
広

聴
研
究
所　

代
表
理
事　

広
報
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
金
井
茂
樹
氏
に
よ

る
「
読
者
に
読
ま
れ
る
議
会
報
の

企
画
と
編
集
」
を
テ
ー
マ
に
、
議

会
報
の
課
題
、
何
を
変
え
る
か
、

メ
デ
ィ
ア
の
役
割
と
戦
略
的
広
報

な
ど
、
委
員
と
し
て
企
画
に
役
立

つ
情
報
を
学
び
ま
し
た
。

　
　

　
　

　

８
月
28
日
、
留
萌
管
内
町
村
議

会
議
員
研
修
会
が
増
毛
町
で
開
催

さ
れ
、
当
町
か
ら
は
議
員
７
名
と

事
務
局
職
員
1
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
で
は
「
人
口
減
少
時
代

の
地
方
自
治
体
の
課
題
と
展
望
」

と
題
し
て
、
北
海
道
大
学
教
協
政

策
大
学
院　

教
授　

山
崎　

幹
根　

氏
の
講
演
が
行
わ
れ
、
留
萌
管
内

で
は
新
卒
者
の
行
政
職
に
対
す
る

有
効
求
人
倍
率
が
１
倍
割
れ
が
起

き
て
お
り
行
政
職
で
も
人
手
不
足

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
関
係
人
口

の
増
加
や
、
こ
の
町
で
働
き
た
い

と
い
う
環
境
づ
く
り
が
大
切
だ
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

10
月
５
日
、
東
京
遠
別
会(

高
橋

二
三
次
会
長)

の
第
35
回
総
会
が
東

京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
議
会
か
ら
は
小
森
議
長
、
橋

本
議
員
、
白
幡
議
員
の
３
名
が
出

席
し
、
町
か
ら
は
笹
川
町
長
ほ
か

職
員
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
北
海
道
東
京
事
務

所
副
所
長
、
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連

合
会
副
会
長
な
ど
、
多
く
の
来
賓
の

方
々
が
出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
町
職
員
か
ら
遠
別

町
の
近
況
報
告
が
あ
り
、
有
害
鳥

獣
捕
獲
数
を
聞
い
た
会
場
か
ら
は

驚
き
の
声
が
上
が
り
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
会
場
で
は
故
郷
遠
別

町
の
懐
か
し
い
話
が
尽
き
な
い
様

子
で
し
た
。

　

10
月
23
日
、
美
幌
町
議
会
の
美

幌
活
性
会
（
馬
場
博
美
会
長
）
等

の
議
員
４
名
が
遠
別
町
を
訪
れ
、

「
高
校
支
援
」
の
内
容
等
に
つ
い
て

行
政
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

視
察
で
は
町
教
育
委
員
会
か
ら
、

北
海
道
遠
別
農
業
高
等
学
校
の
「
高

校
支
援
」
及
び
「
高
校
魅
力
化
事
業
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
次
世
代

多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
の
現
地
視

察
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
寮
の
建
設
に
係
る
支
援
や

運
営
方
法
に
、
来
町
し
た
美
幌
町

の
議
員
か
ら
は
美
幌
町
で
現
在
問

題
に
な
っ
て
い
る
寮
の
運
営
等
に

大
変
参
考
に
な
っ
た
と
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

留
萌
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会

東
京
遠
別
会
総
会

東京遠別会の様子

議
会
広
報
研
修
会

美
幌
町
議
会
行
政
視
察

講師の金井茂樹氏

町教育委員会による説明

留萌管内町村議会議員研修会
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議会からのたより
第60号

議会の主な動き (令和 6年 8月～令和 6年 10月）

8 月
6 日 第５回議会全員協議会、第３回総務産

業常任委員会

19 日 戦没者・功労者追悼式

19 ～
20 日 議会広報研修会（札幌市）

26 日 第３回議会運営委員会

27 日 第４回総務産業常任委員会

28 日 留萌管内町村議会議員研修会（増毛町）

31 日 陸上自衛隊留萌駐屯地及び稚内地域事
務所親睦パークゴルフ大会

9 月
9 ～

11 日 第６回遠別町議会（定例会）

10 日 令和５年度遠別町各会計決算審査特
別委員会

12 日 遠別町敬老会

13 日 総務産業常任委員会町内所管事務調
査（現地調査及び事情聴取）

28 日 遠別ライオンズクラブ CN60 周年
記念大会

10 月
4 ～
6 日 東京遠別会総会（東京都）

7 日 第７回議会報発行特別委員会

23 日 美幌町議会美幌活性会等行政
視察

28 日 第８回議会報発行特別委員会

30 ～
31 日

総務産業常任委員会道内所管
事務調査（比布町、中頓別町、
猿払村）

あとがき（白幡委員）
　秋も少しずつ深まり紅葉が色づく季節となりました。
　10月には、遠別町町長選挙が告示され新町長が誕生し新たなリーダーのもと
で町の未来が描かれていきます。
　新町長には、一次産業及び地域の発展と住民の皆様の生活向上を目指し、色々
な角度から情熱を持って取り組まれるよう望みます。
　これからも議会では、住民皆様方に関係するテーマが数多くあります
ので、ぜひ議会に足をはこんでいただき傍聴していただければと思います。
また、町民皆様のご意見、ご感想をお聞かせいただくことでより良い街
づくりが進むと確信しております。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会
委 員 長　　山下　　悟
副委員長　　白井　金治
委　　員　　白幡　広喜
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「知ってる？みつばち豆知識」
　蜜蜂は色んなものを産出してくれます。蜂蜜、ローヤルゼリー、ミツロウ、プロポリス等です。蜂蜜もロ
ーヤルゼリーもプロポリスも、健康食品のイメージが強いですね。蜂蜜は花の蜜から出来るのは皆さんご存
知の通り。ではローヤルゼリーは何から出来るのか？というと、花の花粉から作られます。女王蜂と、幼虫
の食料になります。一生ローヤルゼリーを食べる女王蜂は働き蜂の何倍も長生きするので、健康に良い感じ
がします。ではプロポリスは何が原料なのかというと、植物の樹脂です。プロポリスは天然の殺菌剤の様な
効果があり、巣箱に病原菌が侵入しても悪さをしないように、封じ込める効果です。これもまた健康に効き
そうですね！プロポリスにはもう一つ使い道があり、隙間埋めとして使う事もあります。蜜
蜂は心地よい行動スペースを維持するために、細い隙間にはプロポリスを塗りつけて塞ぎ、
広い隙間には、ミツロウを盛って塞ぐという習性があります。蜜蜂が快適と感じる行動スペ
ースの事をビースペースといい、これは養蜂をする上で重要な発見だと言われています。

　令和４年の７月から養蜂を学び始めて、３度目の越冬準備をしています。最初の年は、作業に慣れるので
精一杯。２年目は何故この作業を今やるのか、という事も少し理解しながら作業できるように。　３年目の
今年はさぞかしスムーズに事が進むのでは？と、期待していましたが、思いがけない出来事に見舞われ、過
去一思い通りにいかないシーズンとなりました。不注意で利き手の指先を骨折してしまったのです。

　やってしまいました…。ついうっかりして、車のド
アに指先を挟んだのです。怪我をした時は一瞬頭が真
っ白になりましたが、チラッと見えた指先の状態が、
自力で治せる感じがしなかったので、初めてこの町の
診療所に行きました。慌てているので、受付ではない
所に駆け込んでしまいます。それでも丁寧に状況を聞
いてくださって、受付を済ませると看護師の方から「大
変でしたね。」と温かい言葉をかけて頂いて、やっと
落ち着く事が出来ました。念の為レントゲン写真を撮
影して、診察していただくと、骨が折れています。と。
初めての骨折！思ったより痛くないんだなぁ。なんて
思いましたが縫合のために麻酔を打ち、麻酔が効いて
いるのかを確認するのに傷口を触られたら、やっぱり
痛かった！縫合が終わって、点滴を受けてぐるぐる包
帯を巻いた指を見て思いました。「手袋はけないんじ
ゃない？」。蜂の巣箱を見たりする時は、蜂に刺され
づらいようにゴム手袋をはきます。手指の汚れを防止
するためにも必要なので、考えた末、手袋に穴をあけ

てしばらく使いました。手袋をはいて仕事が出来るっ
て当たり前ではなかったんだ！字を書く時、お箸を使
う時、指先に力が入らず不便だなぁと思ってしまいま
すが、自由に手指を使える事も、ありがたい事だった
のだと、気付く良い機会になりました。健康で、五体
満足ってそれだけですごい事なんですね！その気付き
に気をよくしていた一週間後に、まさかコロナに感染
してしまうとは知る由も無く。短期間に何度も診療所
でお世話になり、健康第一！と痛感した出来事でした。

協 力 隊 通 信
第 27 号第 27 号

坪田 幸恵

健康第一！当たり前はありがたい！の巻健康第一！当たり前はありがたい！の巻

↑苦肉の策。
包帯は汚れますが蜂には
刺されづらいです

↑秋は雄蜂が淘汰される季節
です。上の雄蜂を追い出そう
と働き蜂が追いかけます。
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町のカレンダー ２０２４

※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

11月（November） 12月（December）
15 ㈮

16 ㈯

17 ㈰

18 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

19 ㈫

20 ㈬

21 ㈭

22 ㈮

23 ㈯ 【勤労感謝の日】
マナピィ・21 図書室休館

24 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

25 ㈪ 献血（役場前　13：00 ～ 17：00）　　　　　　　　　　　　　
マナピィ・21 図書室休館

26 ㈫

27 ㈬

28 ㈭

29 ㈮

30 ㈯

1 ㈰

2 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

3 ㈫ 自動車運転免許更新時講習（天塩町）
13：00 ～優良

4 ㈬

5 ㈭

6 ㈮

7 ㈯
自動車運転免許更新時講習（豊富町）

13：00 ～優良
14：00～一般
15：30～違反

8 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

9 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

10 ㈫ ひよこタイム（子育て支援センター　10：00 ～）　　　

11 ㈬ 乳幼児健診
（遠別町国民健康保険診療所　診察開始 10：30 ～）

12 ㈭

13 ㈮

14 ㈯ 自動車運転免許更新時講習（遠別町）
13：00 ～優良

15 ㈰
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皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

（令和6年10月31日現在）

2368
日目

今月の
納 税 10/31納期

固定資産税（３期）
国民健康報県税（５期）

町長公式SNS開設！
　國部町長の公式SNSを開設いたしました！
　右記のQRコードからフォローお待ちして
おります。

インスタグラム

老人の日記念　百歳高齢者記念品等の贈呈
　去る令和６年９月15日の「老人の日」に、遠別町民で満百歳になられ
る吉田利貞さんに内閣総理大臣からお祝い状と記念品が贈呈されました。
この記念品等の贈呈は、長寿のお祝いと多年にわたり社会の発展に寄与し
てきたことに感謝を表すために実施されています。
　記念品等は遠別町長を通じて伝達され、10月３日の伝達式には吉田利
貞さんの代理として長男の吉田勉さんが役場町長室で記念品等の伝達を受
けました。

（令和6年10月31日現在）

人口

世 帯

●男   1,107人（－4）
●女   1,167人（－1）

2,274人
（－5）

1,267（－3）

X（旧ツイッター） Facebook

まだ、マイナ保険証をお持ちでなくても、
これまでどおりの医療を、あなたに。
今年の12月2日に、現行の健康保険証は新たに発行されなくなり、マイナ保険証を基本とする仕組みに移行します。
切り替えがまだお済みでない方も申請不要で届けられる資格確認書で保険診療を受けられます。ご安心ください。
また、今お持ちの保険証は、有効期限まで最大１年間、利用できます。
有効期限が切れる場合でも、必要な方には資格確認書が交付されます。

マイナ保険証をお持ちでない方 申請不要で資格確認書をお届けします。

新たに後期高齢者になった方 申請不要で資格確認書をお届けします。※来年7月末まで

マイナ保険証での受診が困難な方
（ご高齢の方・障害をお持ちの方など） 申請いただくことで資格確認書をお届けします。

診療履歴に基づいたより良い医療が受けられるなど、
便利で安全なマイナ保険証への切り替えをご検討ください。

さらに詳しい情報は
こちらから検索→

出典：政府広報オンライン（https://www.gov-online.go.jp/newspaper/kijishita/202410/newspaper-1432.html）


